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第５回「インフラメンテナンス大賞」国土交通大臣賞 表彰式 

～ドライブレコーダーを活用した空港滑走路の調査及び点検～ 

 
株式会社南紀白浜エアポート、日本電気株式会社、株式会社オリエンタルコンサルタンツは、「ドライ

ブレコーダーを活用した空港滑走路の調査及び点検」（以下、ドラレコ点検）において、第 5 回「インフ

ラメンテナンス大賞」国土交通大臣賞（メンテナンス実施現場における工夫部門）を受賞し、令和 4 年

1 月 21 日に表彰式が行われました。また、「第 5 回インフラメンテナンス大賞」冊子がホームページで

公表されました。本技術は、道路インフラメンテナンスで培った技術を空港滑走路に応用したものです。 
（https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/03activity/03_award.html） 

インフラメンテナンス大賞は、日本国内における社会資本のメンテナンス（以下「インフラメンテナ

ンス」という。）に係る優れた取組や技術開発を表彰し、好事例として広く紹介することにより、我が国

のインフラメンテナンスに関わる事業者、団体、研究者等の取組を促進し、メンテナンス産業の活性化

を図るとともに、インフラメンテナンスの理念の普及を図ることを目的として実施されているものです。 
 

■受賞テーマ 
ドライブレコーダーを活用した空港滑走路の調査及び点検 
 

■受賞理由 

本技術は、平成 30 年 12 月より異分野から空港運営へ新規参入した空港管理者（南紀白浜エアポー

ト）において、「汎用技術」のドラレコと「最新技術」の AI を組み合わせた画期的な取り組みであり、

業務効率の改善が期待されるとともに、空港運用における極めて重要な課題である『航空機の安全運航

の確保』に効果のある取り組みである点が評価されたものです。 
【表彰式】                   【賞状】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ドラレコ点検の特徴 

空港において、車両を運転しながら「目視」で実施している滑走路等の日常点検及び巡回点検を「AI
による自動検知」に置き換える取組みです。具体的には、市販のドライブレコーダー（以下、ドラレコ）

を設置した点検車両が、滑走路の点検（車両走行）時に路面の状況（映像）をドラレコに記録し、その

画像から学習を重ねた AI がき裂・損傷を自動検知するものです。 



この技術の実用化により、滑走路における飛行機の離着陸に影響を及ぼす損傷の見落としリスクを軽

減させるとともに、損傷の進行度合を定量的に把握することができ効率的な予防保全が可能となりまし

た。 

  パトロール車によるドラレコ点検と AI 解析の様子 
 

■今後の展開 

 本取り組みの実用化により、主に保守点検の人材が限られている地方空港において、空港職員が目視

で実施している滑走路の日常点検をドラレコデータの画像認識による自動点検に置き換えることで、属

人性を低減させた点検が可能になります。更には、軽度なき裂・損傷を早期に発見・補修する予防保全

の実施により、空港の更なる安全安心を実現します。 
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